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は,仕事場 ･応接機能と居室 ･家事機能とが空間 ･時間的に重なる中間領域が,住みこなしの工夫によっ
て創出され有効に活用されるという計画原則を見出した｡
3.仕事場の拡張や家族のライフステージ対応のために,用途変換と線審な増改築が行われるが,伝統的
な併用住宅の場合,空間の可変性は,通り魔 ･内庭 ･続き間を1舌かす計画原則をまもることで得られるこ
とを実証し,この原則を適用して新しい併用住宅プランを提案した｡
4.現有空間内では解決できない課題に対しては,同一地域内に別棟 ･別室を求める柔軟で多様な域内ネ
ットワーク型立地を保障することで,郊外化空洞化が防がれ,職住コミュニティの結びつきが維持される
ことを明らかにした｡
以上,要するに本論文では,近代化の進行とともに消滅するとされてきた併用住宅を再評価して,個性
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と賑わいのある都市の再活性化の要素であることを確証し,そのためのフレキシブルな住宅計画論及び居
住地論をユニークに導出している｡
よって本論文は,博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また平成9年2月25日,論文
内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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